
Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php on line 39



Warning:  Trying to access array offset on value of type null in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 51



Warning:  Trying to access array offset on value of type null in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 52



Warning:  Trying to access array offset on value of type null in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 53



Warning:  Trying to access array offset on value of type null in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 55



Warning:  Undefined array key "admin_site_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 60



Warning:  Undefined array key "user_attribute" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 60



Warning:  Undefined array key "admin_site_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 61



Warning:  Undefined array key "user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function.php on line 61



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 63



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 64



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 65



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 66



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 67



Warning:  Undefined array key "tag" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 99



Warning:  Undefined array key "t" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 110



Warning:  Undefined array key "all" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 112



Warning:  Undefined array key "n" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 113



Warning:  Undefined array key "r" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 114



Warning:  Undefined array key "v" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 122



Warning:  Undefined array key "kanrino_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 138



Warning:  Undefined array key "title_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 139



Warning:  Undefined array key "tourokudate_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 140



Warning:  Undefined array key "satueibasyo_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 141



Warning:  Undefined array key "satueidate_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 142



Warning:  Undefined array key "seireki_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 143



Warning:  Undefined array key "sikityo_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 144



Warning:  Undefined array key "ookisa_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 145



Warning:  Undefined array key "syozousya_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 146



Warning:  Undefined array key "sankoubunken_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 147



Warning:  Undefined array key "tikucode_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 148



Warning:  Undefined array key "sagyobi_s" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 149



Warning:  Undefined variable $key_reg in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/function2/function_searchtop.php on line 57



Warning:  Undefined array key "" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 258



Warning:  Cannot modify header information - headers already sent by (output started at /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/config.php:39) in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 260



Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 287



Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 297



Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 303



Warning:  Undefined array key "4user_id" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 309



Warning:  Undefined array key "4user_account" in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 585



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660



Warning:  Undefined array key 0 in /home/users/0/sub.jp-d-commons/web/d-commons.info/search_top.php on line 660
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登録リスト（該当：98件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 信州上田学2023／地域キュレーションVol.2]	信州上田学2023／地域キュレーションVol.2	長野大学講義科目「信州上田学」(2023年度後期)を受講した学生たち(主に新入生が対象、3学部横断)の「地域キュレーション」(地域を探究しアウトプットする学び)のアウトカム集です。講義内容は「信州上田学2023①～④地域キュレーション」をご参照ください。

「学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)」それぞれのマイテーマにリンクしています。[ Vol.1 | Vol.2 ]


　No. ニックネーム／探究テーマ
　　　探究のねらい

	よう／地域交通と産業のつながり
交通インフラと産業は密接に関連していると考えたから。産業の発展には

	2024-02-16
	2	[image: 安楽寺八角三重塔]	安楽寺八角三重塔	日本最古の禅宗様建築で、長野県内では松本城とともに最初の国宝指定を受けた文化財である。また、日本で現存する唯一の八角塔である。高さ18.75ｍで、内部の天井や八角の仏壇も他に類を見ないものである。しかし、その希少価値の高さや歴史の深さなどが観光客に最大限伝わっておらず、一連の観光資源として活用できているようには感じられなかった。特に、別所温泉には数多くの寺社が建てられており、古くから中国の高僧や全国の学僧が訪れた。だからこそ、地域として関連性のある遺産が多い。それをもっと有効に活用するべきだろう。	2024-02-13
	3	[image: 【第２回】ルートイン長野本部]	【第２回】ルートイン長野本部	ルートインには、日本国内に３つの本部がある。東京本部、大阪本部、そして上田にある長野本部だ。東京と大阪は日本の２大都市であり、ビジネスの拠点として本部が立地することが多い。しかし、３つ目の本部が東名阪の名古屋でなく、長野県そして長野市でも松本市でもなく、上田にあることは面白い。その理由は、言うまでもなくルートインの発祥が上田だというからだろう。
ルートインの前身である永山興産株式会社が１９７７年に上田市に設立された。そこから、運営総客室数 60,233室に及ぶ巨大ホテルチェーンが誕生した。	2024-02-10
	4	[image: SKFのチケット販売上田会場2008/05/24]	SKFのチケット販売上田会場2008/05/24	2008/05/24の記録。
毎年松本で開催される「サイトウ・キネン・フェスティバル(SKF)」(現在は「セイジ・オザワ松本フェスティバル(OMF)」)はクラシック音楽の催しとしては人気が高く、チケット販売初日、長野県内の５つある販売会場にはどこにも長蛇の列が出来ていました。指揮者・小澤征爾さんの人気によるところが大きい。松本会場は前日からテントを持ち込み列をつくる「テント村」が出来ることがマスコミで取り上げられ話題となっていました。

上田の場合は、徹夜をして並ばなくていいように市民有志が販売初日の数日前から整理券を配り、順番を確保できる「上田方式」が取られていました。松本に比べると上田は整理の運営が合理的でクールです。主催者とは関わりなく市民有志が行っていたことも上田ならではのグッドプラクティスでした	2024-02-07
	5	[image: 学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)]	学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生)	学生による地域キュレーション2023(信州上田学A受講生) 
長野大学の地域科目「信州上田学A」2023を受講した学生が「信州上田」を接点として地域キュレーションした地域学習のアウトカムです。タイトルを選ぶとその学生のマイサイトを表示します(2024/02/15更新)。

各キュレーションの「マイテーマ」は次のページからご参照ください。[ Vol.1 | Vol.2 ]


▼社会福祉学部学生
		いちご／上田の食	

		しおり／上田の食べ物	

		な／上田の日本遺産について	

		るるる／塩田平の文化財	

		

	2024-02-05
	6	[image: 上田の街つくり３]	上田の街つくり３	これは上田城付近の地図である。松本城とは決定的な違いがあり、道がうねっているのが確認できる。何回か千曲川の氾濫が起こったことによって昔から残る街道の姿がそのまま現存している、というわけではなさそうではある。	2024-02-05
	7	[image: 上田の街つくり２]	上田の街つくり２	これは上田高校の校門の写真である。松本市と比べる以前に全国各地を見ても高校の門が昔ながらの門であるのは珍しいものである。これは古城の門と呼ばれ、1789年消失後、翌年再建された。文化財にも認定され歴史ある建造物として日々使用されて使用されている。これもまた上田しの街つくりの一部となっている。	2024-02-05
	8	[image: 上田の街つくり]	上田の街つくり	上田市も松本市と非常に似た、景観を意識した街つくりを行っている。写真は上田市の柳町の通りのものである。以前に投稿した松本市の中町通りとかなり似ており、建物から石畳に至るまでかなりの共通点が見受けられる。	2024-02-05
	9	[image: 松本の街つくり２]	松本の街つくり２	松本は松本城を起点とし、碁盤の目のように道が整備された作りをしている。そのため築城当時の景観を生かし、現代においてもそれを崩すことなく保存しつつ街を作っていることが窺える。	2024-02-05
	10	[image: 松本の街づくり]	松本の街づくり	松本市は国宝松本城を有し、それを基盤とした街づくりを行っている。写真は松本市の中町通りである。御覧の通り、和風なつくりをしており、両脇の店は倉をりのーベーションしたものを使っていたり、またそれに似せた外観であるものがほとんどである。また石畳が敷かれており、景観の良さを引き立てている。	2024-02-05
	11	[image: 長野の観光地の持続性　牛臥川]	長野の観光地の持続性　牛臥川	牛臥川は古来よりたくさんの洪水が起きているところで、様々な対策が行われている場所である。その対策である砂防工事の完成形がとてもきれいで、それは階段工と呼ばれるものである。階段工は名前の通り階段のように連なっている水路でそこに水が流れる様子は実際にみてもとてもきれいだった。そして、その石積技術や景観をもとに、国指定の重要文化財となった。しかし見に行ってみたら、季節的な問題もあるかもしれないが人は全然いなかったためやはり盛り上げていきたいと考えた。	2024-01-25
	12	[image: 上田紬]	上田紬	長野県の上田市、飯田市、松本市、岡山市、駒ケ根市周辺などで生産されている絹織物の総称を「信州紬」という。
信州紬の種類として上田紬、飯田紬、伊那紬、松本紬の四種類ある。上田市の上田紬とは江戸時代に信州紬の中で最も有名だった紬の着物である。昔は愛染系の縞柄が基調の着物だったため、「上田縞」とも呼ばれていた。特徴として縞と格子柄で丈夫でしなやかな風合いである。
この上田紬の織りを体験できる場所として「織りの休日俱楽部」がある。そこではストールが作れる。一ヵ月に一回と開催日が少なく、参加費も一万二千円と高めではある。
このような体験は上田市に限らず、他の地域でも行われていることが分かった。
上田紬についてもう少し詳しく調べてみた。
生糸に適さない屑繭を真綿にし、 真綿からつむいだ紬糸	2024-01-23
	13	[image: マンホール：松本市]	マンホール：松本市	2009/02/01の記録。
松本市のマンホールの絵柄は松本てまりです。円形のマンホール蓋に円形の松本てまりが大小いくつも重ねて描かれた楽しいデザインになっています。円の中に円を入れ子にしたデザインセンスのよさ。他の市町村のように花や木などをあしらわないシンプルさもセンスがよい。全国に誇るマンホールデザインの傑作ではないかと思います。	2024-01-16
	14	[image: りんどう]	りんどう	長野県花りんどうです。濃い青紫色の花びらがこの上なく美しい。

この個体は2013年9月、松本で開催されたサイトウキネンフェスティバルの最終日を飾るGigで来場者に配られたもの。

長野大学の大学祭は長野県のシンボル・りんどうにちなんで「りんどう祭」とネーミングされています。	2023-12-23
	15	[image: 学生の地域探究テーマ2023]	学生の地域探究テーマ2023	【第3回課題10/19】信州上田学2023/マイサイトと探究テーマ　

▼社会福祉学部学生
1　長野県の自然
2　蚕都上田はどのようにして生まれたか
3　上田の地域の特徴から、福祉に活用できる社会資源を考える。
4　上田にある文化財について
5　上田市の特産物にはなにがあるのか、特産物と気候や地形との関係、特産物を使った料理について
6　上田市の食とそこから見る地域の特性
7　上田城の季節による変化
8　食と福祉（飲食店と社会福祉施設、養護施設との連携）
9　真田幸村と上田の関わり
10　なぜ上田には晴れが多いのか
11　別所温泉の自然風景とその風景に関する歴史学的・地理学的な知識
12　上田と福祉について
13　上田市内の地区の名前の由来について
14　上田市は子育てや生活をする上で、便利な地なのかどうか
15　上田市の子ど	2023-10-29
	16	[image: 上田市の景観]	上田市の景観	石畳が美しいですね。	2023-10-22
	17	[image: めずらしい美ヶ原の逆さ霧]	めずらしい美ヶ原の逆さ霧	上田地域で「逆さ霧」は千曲川の北側の山々の峰に時折り発生します。他の山々で発生する逆さ霧は見たことがありません。

10/4の正午過ぎ、美ヶ原の峰から逆さ霧が降りている現象を目撃しました。これは非常にめずらしい。美ヶ原の西側の松本市側がどのような気象だったのかを確認するのを忘れました。こういう現象が起きるのですね。	2023-10-07
	18	[image: 信毎メディアガーデンとメディアの未来]	信毎メディアガーデンとメディアの未来	社会が変容し地方紙はいずれなくなるのではないかとも言われています。長野県における地方紙の雄「信濃毎日新聞」(通称信毎)が今後どう変容するのかは私にとっても関心の的です。

信毎メディアガーデンがオープンしたのは2018年のこと。正直なところ未来を示すものが何もない。駐車場もなく利便性も悪い。今時このようなテナント形式のコミュニティゾーンを求めている人はあまりいないのでは？　平成の頃まではこういう施設はまだあったかもしれない感がします。このメディア企業、本当にこれからも大丈夫なの？と心配です。	2023-08-24
	19	[image: 現役の蚕種製造企業：上田蚕種株式会社]	現役の蚕種製造企業：上田蚕種株式会社	
上田蚕種は1918年(大正7年)に創業後、世界恐慌、太平洋戦争などの激動の時代を経て日本の蚕種製造を支えてきました。現在も蚕種製造業を営んでいる数少ない企業の一つです。
2023/06/15記録。

現役の蚕種製造企業は上田蚕種(上田市)、高原社(松本市)、冨田蚕種(福島県伊達市)の３社のみです。	2023-06-17
	20	[image: 大川美術館(群馬県桐生市)]	大川美術館(群馬県桐生市)	　桐生市の美術館と言えばここ！大川美術館は松本竣介氏・野田英夫氏の作品を軸にして様々な作品が展示されています。2023年5月現在では曽宮一念(Somiya Itinen)展が開催されています。桐生市を訪れた際は是非。
入館料：一般1000円　高大生600円　小中生300円

美術館　群馬県　桐生市　	2023-05-09
	21	[image: コピーヌクラブ演奏会　「小諸唱歌」「信濃の国」「糸(中島みゆき)」「ピチカート」]	コピーヌクラブ演奏会　「小諸唱歌」「信濃の国」「糸(中島みゆき)」「ピチカート」	
【目次】
0:00　コピーヌクラブ紹介
2:16　「信濃の国」
5:29　「小諸唱歌」
8:01　「糸(中島みゆき)」
13:45 「ピチカート」

【動画説明】
2022/11/3に開かれた特定非営利法人　糸のまち・こもろプロジェクト主催「民間で始まる蚕糸業ものがたり」内で演奏されています。
「民間で始まる蚕糸業ものがたり」


「コピーヌクラブ」

　コピーヌクラブは2009年に結成された女性3人演奏家グループで、東信地域を中心にホテル、イベント会場などで演奏活動を続けています。ピアニストの竹鼻恵子さん、フルート奏者の椎名真美子さん、バイオリニストの吉田枝理佳さんで構成されていて、動画では竹鼻さんと吉田さんが出演しています。

「信濃の	2023-02-15
	22	[image: 太田水穂]	太田水穂	太田水穂

歌人。
広丘村（現塩尻市広丘原新田）生まれ。
本名貞一。

長野師範に進学、島崎藤村に傾倒する。島木赤彦（久保田俊彦）とは同級生であった。

卒業後、革新和歌団体「この花会」を和田の地に結成し、松本平を支配する保守的桂園歌人に対抗して信州文壇に大きな刺激を投じた。この時、窪田空穂と親交をもつ。
明治41年上京、大正四年歌誌「潮音(ちょうおん)」を創刊し、歌人、研究者の道を歩む。象徴的観想の作風。「短歌のふるさと塩尻」の中心人物の一人。

引用：長野県塩尻市公式ホームページ(https://www.city.shiojiri.lg.jp/soshiki/64/3840.html)	2023-02-07
	23	[image: 鹿教湯温泉の歴史と五台橋]	鹿教湯温泉の歴史と五台橋	鹿教湯温泉は20件ほどの宿泊施設が立ち並ぶ山間の温泉地です。上田市と松本市の間にあり、環境庁選定国民保養地として認定されています。そのため、健康の郷としても有名です。そのため、散策をしながら自然の癒しを感じることもできます。
鹿教湯温泉の歴史の始まりは地名がついた由来にも関連しています。漁師から矢傷を受けた鹿が温泉の場所を教えてくれたことから温泉地としての歴史をスタートし、1200年の長い歴史を誇ります。
湯量は非常に多く、20件ほどの温泉施設では24時間かけ流しの施設も。源泉の温度は46℃ほど。また、色は無色・透明。泉質は弱アルカリ性低張性高温泉となっており、高血圧、脳卒中の後遺症、疲労回復に対して効能があります。

また、写真は鹿教湯温泉の付近にある文殊堂へとつながる橋である五台橋の画像	2023-02-01
	24	[image: 交通機関を使って上田観光を！]	交通機関を使って上田観光を！	上田市での交通手段は主に車、電車やバスなどの交通機関、タクシーなどがあります。その中でも特に、電車やバスといった交通機関は、たくさんの人々が利用し、日常生活に必要不可欠となっています。
上田市の主な電車には、しなの鉄道と上田電鉄別所線があり、上田電鉄別所線は大学前にも通っているため、長野大学の皆さんも普段から利用しているのではないかと思います。上田電鉄別所線は上田駅から別所温泉駅まで続いており、上田市屈指の観光地である別所温泉に気軽に行くことができます。上田電鉄別所線の車両には、1月1日～30日限定の車両「謹賀新年　HM」、「れいんどりーむ号　HM」、「真田傍陽線開業95周年　HM」「真田傍陽線廃止50周年　HM」、「さなだどりーむ号　HM」などのラッピングが施された特殊車両があり、外見でも楽しむ	2023-01-19
	25	[image: elaboration探求まとめ]	elaboration探求まとめ	上田城と地元の松本城を比較し、松本城が地元の人から愛され誇られているのかを探求した。
前提として、天守閣の有無は割愛させてもらいこの探求テーマを考えた。
上田城と松本城の魅力の比較について主に２つ挙げる。
一つはイベントの豊富さである。
まず、松本城は春夏秋冬でイベントが設けられている。2022年に松本城で行われたイベントを調べていくと
春のイベントは「夜桜会」、「桜並木　光の回廊」をはじめとする5つ。
夏のイベントは「太鼓祭り」、「和服来場者入場無料事業」などの計３つ。
秋では「そば祭り」と「お城祭り」の２つ。
冬は、「冬囲い」、「氷彫フェスティバル」をはじめとする６つ。
四季折々のイベントが合計で16件も催されている。
県外の人だけでなく、地元の我々も訪れる機会が多くそのため、自信をも	2023-01-12
	26	[image: 上田elaboration]	上田elaboration	探求テーマ「上田のシンボルの普及+若年層に対するアプローチ」

私が上田探検隊や自らの目で見てきた上田の魅力は、歴史的な建造物に身近に触れられるという点である。しかしながら、それに気づいている人は限りなく少なく思える。そんな上田市と地元の松本市を比較した時に、松本も上田と似た魅力を持ち合わせている。だが、松本に住んでいると頻繁に歴史に触れたくなる。それはなぜなのか考えた時に、松本城という圧倒的なシンボルの魅力に隠されていると考えた。もちろん天守閣があり、存在感が凄まじいことは大前提として、それだけで、地元の人々が訪れているとは思えない。では、観光客だけでなく地元市民も頻繁に訪れる理由は何か。調べれば一瞬で訳が分かった。それは、多種多様な四季折々のイベントである。春は夜桜会、光	2022-12-21
	27	[image: 探求テーマ]	探求テーマ	探求テーマ　上田にしかない魅力をアピールしていくにはどうすればよいか
elaboration課題の提起　上田には、上田城をはじめとする様々な歴史的建造物があるが、城だけならば松本城のほうが見ごたえがある。そういった他と比べて優劣がつけられてしまうものではなく、上田にしかないものを発信していく必要があると思う
なぜそうなのか　SNSの活用不足
何を探求するのか　よりよいアピールの方法、上田にしかないもの
探求の目標　上田の魅力を発見し、それを他の人に発信できるようにする
どのように探究するか　実際に町を歩く。デジタルマップなどを活用する	2022-12-15
	28	[image: 鹿、鹿、鹿]	鹿、鹿、鹿	時間があったので松本、諏訪に遊びに行った。
諏訪で温泉♨️に入り、ご飯を食べて上田に戻る。山を２つ？ほど越えれば着くのだがその道中。
5回ほど鹿を見た。写真はその中の一回。5、6頭の鹿が.

鹿というと思い出すのはバンビだがそんなかわいいものではない。大きさも目力も半端じゃない。	2022-12-09
	29	[image: 美ヶ原]	美ヶ原	松本市との境にある静かな高原。
美術館やホテル、牧場とバラエティ豊かである。車はもちろん麓からも登ってくることができ、個々に合わせて楽しむことができる。
北アルプスの山並みはもちろん南アルプスや富士山も見ることができ、長野県に来たらぜひ一度は行ってみてほしい場所の1つ。	2022-12-02
	30	[image: おぶ～　【林檎の湯屋】]	おぶ～　【林檎の湯屋】	2022/11/24

温泉を入りに松本へ。

私は日頃からInstagramなどで温泉の投稿をしていることが多い。それもあり、なぜか友達を含めいろんな人から温泉の情報を教えてもらえる。
一月前ほどにこの温泉を教えてもらい、そこから気になっていた。そして念願の入浴。

おぶ～に着くとなんか駐車場見たことがある、、、。
中に入って確信、来たことある！！！
衝撃、、。入ったことのある温泉を忘れているとは。

温泉は最高。料金は750円と（長野にしては）高め。
サウナは2つ（ミストサウナとアロマロウリュ）あり露天風呂も5つほどあった。内風呂は低周波の湯船がたくさんあった。
筋肉をほぐし、体も温まって帰宅。	2022-11-25
	31	[image: 上田の蚕種業の歴史]	上田の蚕種業の歴史	いつから始まったのか、上田の特徴を踏まえて蚕種業の歴史をとらえていきたいと思います。

江戸時代の末期から昭和にかけて、長野県の経済を支えたのが蚕糸業です。養蚕が盛んだった上田盆地は、千曲川とその支流が作る扇状地や河岸段丘が発達し、桑の栽培適地でした。また、年間降水量が1000㎜未満という気候は蚕の飼育に適しており長野県内でも上田盆地は春蚕の産地でした。また、松本盆地では夏秋蚕を中心として発展してきた地域であり、いつも対比されていました。こうした傾向は養蚕飼育技術が改良される明治末期まで続きました。	2022-11-22
	32	[image: 上田探索　中間まとめ]	上田探索　中間まとめ	今回2日間のまちなかと西部地域探索を通して。まず、まちなかには地元に愛されているお店や観光客が訪れるスポットがあった。このようなお店が町おこしになり地域を盛り上げるきっかけになっていることがわかった。次に西部地域では、昔からの歴史的なものがたくさん残っていた。町や道を守るためのお守り的存在だったため今も大事に残されていることがわかった。
上田市は長野市や松本市と違って魅力に欠ける市なのでここでしかできないこと（体験、イベント、地域の特性を活かした施設）を行っていくべきだと考えた。	2022-11-17
	33	[image: 夜の松本城]	夜の松本城	夜に松本市へ。
夕方に来ることはよくあるが、夜に松本城に来たのは初めて。昼に比べて、城が水面に綺麗に写っている。

周りにある光も昼より存在感があり非常に綺麗。
２枚目の写真の赤い男の正体は自分。

昔、夜の善光寺という投稿をあげたがそれ以来の夜シリーズ。
長野市の「夜の善光寺」松本の「夜の松本城」次は「夜の」何にしよう？
それを探すだけで気分の沈みがちな夜が明るくなるかも。	2022-11-17
	34	[image: 鹿と星]	鹿と星	松本方面から上田に帰る途中。
運転していると横から「ガサガサッ！！」という音が。

見てみると鹿がこっちを見ていた。福岡じゃあり得ない光景。テンションが上がる。急いで写真を撮ると綺麗な星も写っていた。

野尻湖遺跡の「月と星」ならぬ「鹿と星」。遺跡として発見されることはないが素敵な一枚。

蓼科学でお世話になっているバスの運転手さんが鹿は絶対に轢いたらいけない。車が負けることもあるからね。と助言をいただいたのでぶつからないように注意しながら上田へ。	2022-11-16
	35	[image: 松本山雅]	松本山雅	山雅サポ歴10年です！	2022-10-13
	36	[image: 松本城]	松本城	国宝の城です。	2022-10-13
	37	[image: 松本市の空]	松本市の空	初めての投稿です。

この写真は長野県松本市で撮った夕方の空です！

これからよろしくお願いします！！	2022-10-13
	38	[image: 松本城]	松本城	9月27日に松本城を観に行きました。
日本100名城に選ばれていると記載にあったように、壮大で美麗な建物だと感じました。
建物には当時の背景について記載があり、歴史的な松本城とのつながりについて学習出来ました。
また、鉄砲（火縄銃）や鎧甲冑が展示されていて、歴史を感じました。

修学旅行生（らしき子どもたち）も訪れていて、たしかに歴史に関心を寄せるにはとても良い建物だと思いました。	2022-10-03
	39	[image: 草津アカデミー2022コンサートを聴く#1]	草津アカデミー2022コンサートを聴く#1	「草津夏期国際音楽アカデミー&フェスティヴァル」を今年も聴きに行きました。今回は第42回、テーマは「ロッシーニ生誕230年～その時代のヨーロッパ」。
はあ、そうですか。
→草津夏期国際音楽アカデミー&フェスティヴァル
聴きに行ったのは8/26(金)のプログラム「カリーン・アダム ヴァイオリン ・リサイタル　フランク＆コルンゴルトのソナタ」です。
草津でアルプホルンの演奏。まるでスイスのごとく。ホテルの送迎もあり。リゾート気分で温泉ばかりでなくコンサートまで堪能できるプチ贅沢の催しにもなっています。

＜曲目と演奏者＞
曲目
(1)コルンゴルト：ヴァイオリン・ソナタ ト長調 作品6
　K.アダム(Vn)、岡田博美(Pf)
(2)ベートーヴェン：セレナード 二長調 作品25
　K-H.シュッツ(Fl)、K.アダム(Vn)、般若佳子(Va)
	2022-08-27
	40	[image: OMF2022『フィガロの結婚』]	OMF2022『フィガロの結婚』	今年2022年は、セイジオザワ松本フェスティバル(OMF)の前身サイトウキネンフェスティバル松本が1992年に開催されてから30周年になります。私も1999年以来、ほぼ毎年松本を訪れてきました。コロナ禍の中断を挟み３年ぶりの再開は何物にも代えがたいものです。

8/24、オペラ公演『フィガロの結婚』を見に出かけました。『フィガロ』は何度も見たオペラで今さらの感もあり、一番安い最上階の４階席（天井桟敷）で鑑賞しました。これもとても得難い経験です。

上演は実に素晴らしいものでした。1999年以来欠かさずに見続けてきた松本でのオペラ公演の中でもベストと断言しても過言ではありません。

生きるって素晴らしい。『フィガロ』からはそういう人生讃歌の肯定感が伝わってきます。次々と一癖ある人物たちが登場し、ドタバタをｎ重唱で繰	2022-08-25
	41	[image: 深志神社　【天神祭】]	深志神社　【天神祭】	2022/07/24

長野県松本市深志神社。

松本空港に用事があり、
ついでに横手通りに行こうとおもったらたまたま「天神祭」をやってることをポスターで知り参拝。

天神祭限定の御朱印をいただいてテンションがMAX!!

やはり、外にでることはいいことだなー
と実感。	2022-08-01
	42	[image: Googleマップの活用方法・課題点について]	Googleマップの活用方法・課題点について	2022年7月上旬「西川町資料館利用説明会」に参加した。実用化されたデジタルマップの使い方について説明を受けた。説明会の中で、投稿した記事がGoogleマップ上ピン立てされる機能が説明会参加者の興味を引いている印象を持った。
このGoogleマップを活用したアイディアとして「マップ上に投稿した写真を反映させる」というものがある。添付した画像がそのイメージ図で、ピン立てだけではなく写真も表示されればユニークで面白いマップになるのではないかと考えた。
また「投稿時にグーグルマップの位置を設定する時、初期設定は長野大学にピン立てされている」という点は不便に思える。長野市などの他の街にピン立てしたい場合手動では時間が掛かるため、わざわざ位置コードを入力しなければならず面倒に感じるからだ。大まかに長野駅や松	2022-07-14
	43	[image: 旅する喫茶]	旅する喫茶	2022.05.29

松本

旅するカフェへ！
旅するカフェとは全国で回りながらクリームソーダを作っている人がやっているカフェ。
今回は松本に来るということで、行ってみた。
実は、このカフェ私自身が好きという訳ではない。
高校時代の同級生が旅するカフェのファンで
次の場所が長野だからぜひ行ってみてと連絡が来た。これはいい機会だ！と思って行くことを決めた。

少し余談だが、私はお出かけや旅行が大好き。すると、周りの人達(友達や知り合い)も、旅行好きが多い。そのため、知らない事や知らない場所を沢山教えてくれるため行く場所が尽きない。

旅するカフェに話を戻す。
旅するカフェのコンセプトは
その土地の空の色をクリームソーダに、ということらしい。
いつもは別のカフェを営業しているが
この日だけ旅するカフェと	2022-07-11
	44	[image: 霊泉寺温泉]	霊泉寺温泉	上田と松本を結ぶ国道254号線から2kmほど入ったところに霊泉寺温泉があります。その道筋はかろうじて車がすれ違える程度に狭く、その先に温泉があるのだろうかと思うぐらい。途中何台かの車とすれ違いました。

温泉街についたとたん、まるで大正か昭和の時代にタイムワープしたかのような感覚にとらわれました。隠れ家的な温泉街、秘湯という形容がぴったりの温泉街です。	2022-06-20
	45	[image: 松本城]	松本城	6月14日

松本城にお友達と訪れた。

松本城の周りを歩いて写真を撮ろうとしたら、
「そこからじゃなくて、こっちからだとより立体的に撮ることができるよ！」
と松本城のガイドさんが話しかけてくださった。

そして、写真まで撮ってくださった。
ポイントは城の３面を写すこと、そして手前にある木を写すこと、と説明してくれた。

確かに見てみると
とてもいい写真。友達との良い思い出になった。	2022-06-15
	46	[image: 北海道①　（2022.05.17～2022.05.18）]	北海道①　（2022.05.17～2022.05.18）	2022年05月17日（火）

松本空港9時20分発の飛行機で北海道、新千歳空港へ。

この旅行はFDA（Fuji　Dream　Airline）のお得な飛行機プランを見つけ約1週間前に決まった弾丸旅行！

1歳以来の北海道ということもありテンションMAX。



今回の旅行から新たに始めたフライトログ（写真）を客室乗務員の方に渡して旅行がスタート。

一般的に客室乗務員はCA（Cabin Attendant）と呼ばれているがFDAのみFA（Flight　Attendant）と呼ばれているらしい。

飛行機の中からは日本アルプス、佐渡島、津軽半島などが確認できた。

飛行機を降りる際に、フライトログ帳を返却していただいた。

フライト中にFAさんと何度か会話をして「北海道旅行はほぼ初めて。」ということを知っていただいた。

そのこともあり、素敵な1ページ目のログ帳（写真）を書いていただい	2022-06-09
	47	[image: 松本市の付近]	松本市の付近		2022-05-17
	48	[image: 松本市の付近]	松本市の付近		2022-05-17
	49	[image: 松本市の付近]	松本市の付近		2022-05-17
	50	[image: 松本市付近の川]	松本市付近の川		2022-05-17
	51	[image: 松本市の付近]	松本市の付近		2022-05-17
	52	[image: 松本てまり]	松本てまり	松本てまりは伝統的な民芸品であり、市内のマンホールのふたにもその絵柄が使われている。
実家に戻った際に、玄関をみてみると少し埃をかぶった松本てまりを発見した。鮮やかな色合いと手作りの温かみが感じられるつくりになっている。	2022-05-10
	53	[image: 城町文庫]	城町文庫	毎日違うお店になれたら面白い」をテーマに、工芸・ワークショップ・教室・手芸・趣味・お城好きなど、様々な方が出店し、人と人が趣味でつながるカフェである城町文庫。松本城近くにある無人カフェで様々な用途に使えることが魅力。内装は落ち着いたおしゃれな雰囲気で、長時間いてもくつろげる空間がつくられていた。	2022-05-10
	54	[image: 有喜堂]	有喜堂	松本に本店を構えるお煎餅屋の、信州　有喜堂（しんしゅう　ゆうきどう）。特に有名な味噌せんべいは、オリジナルの合わせ味噌を、100％国内産米のお煎餅に塗って乾かすを繰り返し、1枚を3日3晩かけて作るこだわりよう。
恋レモンを食べてみたが、味噌の甘さとレモンのさわやかな味の相性がよくおいしかった。
このお店では、煎餅だけでなくとうふアイスという変わったアイスも売られており、他では食べられない商品を買うことができる。	2022-05-10
	55	[image: 開智学校]	開智学校	令和元年に国宝となった旧開智学校。
その付近には、現在の開智小学校もあり小学生が元気に通う光景がみられる。
文明開化の時代を象徴する洋風とも和風ともいえない不思議な建築は「擬洋風建築」と呼ばれている。特に目につくのがシンボルともいえる学校名を掲げる二人の天使。どことなく日本人的な顔をしていて羽が茶色いというのも珍しい姿である。	2022-05-10
	56	[image: 松本城]	松本城	松本といってまず思い浮かべるのは国宝松本城だろう。
黒を基調とした外壁は美しく、戦国末期の日本最古である天守と平和な江戸時代初期の優雅な櫓とにより造られている。
その姿は季節によって変化する。
今回撮影した5月には緑の木々と松本城との景色が美しかった。また、記憶に残る姿として2月には初の試みであるレーザーマッピングが行われ、地元民にも光輝く松本城という新たな一面をみせてくれた。	2022-05-10
	57	[image: チエノイロイタ]	チエノイロイタ	こちらは２つ目のチエノイロイタ
先の花の巻と同時の大正４年２月２５日印刷、２８日発行
となっています。
今でいう、パズルやブロックのような、何パターンかの形の板を使って、形を作っていくものです。
松本でみたフレーベルの教材と似たところがあります。
細かいい説明などは、あまりなく、イロイタでできるいろいろな形が掲載されています。	2022-02-28
	58	[image: 教材作りのお手本]	教材作りのお手本	こちらは、松本の開智学校に展示されていたフレーベル教材。長野師範学校に学んだからか、こういう教材を目指したのかなと想像します。	2022-02-23
	59	[image: 那須与一とは]	那須与一とは	　那須与一は、『平家物語』や『源平盛衰記』に登場する武将です。与一とは10あまり1、つまり11男を示す通称となっています。その名の通り10人兄がいますが、10人のうち9人が平氏の味方となり、残る1人も罪を得てしまったため、与一が家督を継ぎました。その後与一は彼らに那須各地を分地します。屋島の戦いにて扇の的を射ったことで有名です。

　誕生日は不明で、京都伏見にて病死、即成院に埋葬されたと伝えられています。しかしその年月日は史料により異なり、那須系図(那須隆氏蔵)、那須拾遺記によると1189年8月8日、那須系図(続群書類従)によると1190年10月となっています。

　那須与一が頼朝より与えられたと伝えられる荘園は以下の五つです。
・丹波国五賀庄(京都府船井郡日吉町)
・信濃国角豆庄(長野県松本市、塩尻市)
・若狭国東宮	2022-02-15
	60	[image: 旧中込学校へ]	旧中込学校へ	佐久市にある重要文化財「旧中込学校」へ10月に行ってきました。
見た目は、松本にある開智学校に似ていると思いました。
緑色と白色を基調としたシンプルな洋風デザインです。
この学校は、日本の学校建築に現存する最古級の擬洋風建築物だと言われています。

校内はもちろん、当時使われていた教科書や、教育道具が大変綺麗に保たれていました。
私が一番面白いと思ったのが、大きなそろばんです。
とても大きくて、昔の師範学校には、「大きなそろばんの扱い方」といった授業も開講されていたのではないかと想像するくらい、大人の先生が一人で取り扱うには大変そうな大きさでした。

仮に今の時代に計算を教えるとしても、大きな電卓は使いませんよね(笑)
今なら、どうでしょう、先生の手元をカメラで写しながら、プロジェクタ	2022-02-04
	61	[image: 虚空蔵山]	虚空蔵山	調べたところ上田市以外に松本市にも虚空蔵山という名の山があるそうですが、今回は上田の方の虚空蔵山を紹介します。
標高は1077mと低く、近くには以前紹介した太郎山があります。ただ山道は勾配が大きいそうで、地面も岩が結構あって少しだけ危険です。私はそういう道が好きなのでおすすめします。
2016年に「虚空蔵山米担ぎ大会」という催しが開かれていたそうです。今後コロナが収まり次第
開かれる可能性があるので、興味がわいた人がいれば参加してみてください。

参考：長野県魅力発見部「上小の里山歩き③～上田市虚空蔵山編」https://blog.nagano-ken.jp/josho/info/11548.html（2022/02/02)
松本商工会議所ポータルサイト-みごろ-「第二回虚空蔵山米かつぎマラソン大会」https://migoro.mcci.or.jp/feature/detail/2016072100027/（2022/02/02)	2022-02-02
	62	[image: 3　坂井村とは]	3　坂井村とは	画像は市町村合併前の2005年10月1日時点の坂井村所在置
引用：http://mujina.sakura.ne.jp/history/20/index2.html
（2022年1月29日閲覧）

坂井村は1874年（明治8年）11月12日に筑摩県筑摩郡永井村・安坂村が合併し誕生した。

松本盆地と長野盆地の中間に位置する筑北盆地（麻績盆地）の最東端に位置する。

昔話「うばすて山」が有名で、姨捨伝説がある冠着山（かむりきやま）・別名 姨捨山（おばすてやま）をはじめとした1000m級の山々に囲まれており、村の中心に位置する坂井小学校や村役場周辺は標高640ｍほどである。
（長野大学の標高はおよそ470m）

2005年10月11日に本城村・坂北村と合併。現在の筑北村が発足し、坂井村は廃止された。
廃止時のデータ
面積：37.41㎢　総人口1,515人
村の木：ミズナラ　	2022-01-29
	63	[image: 4　年表からひもとく]	4　年表からひもとく	坂井村誌内の年表を一部引用し、特に重要な部分をまとめた。

昭和12年（1937年）

・盧溝橋事件が勃発。村内の予備兵に召集下令があり、村内に一気に緊張感が流れた。
・銃後後援会（後に奉公会）結成、村防護団結成・応召家庭の農作業奉仕。
・軍の指示により、初めて防空演習が行われる。
・国防婦人会結成（全村）、国民精神総動員長野県実行委員会（会長・県知事）坂井村支部（支部長・村長）結成。
⇒日中全面戦争の開始に伴って始められた、国民の戦争協力を促す官製国民運動。「精動」と略されることもある。1937年（昭和12）8月第一次近衛文麿(このえふみまろ)内閣は「国民精神総動員実施要綱」を閣議決定し、同年10月「挙国一致、尽忠(じんちゅう)報国、堅忍(けんにん)持久」のスローガンのもとに国民精神総動員	2022-01-29
	64	[image: 抜け道、近道としての山道]	抜け道、近道としての山道	名前の通り、その山道を通ると近道になるような山道。
上田周辺だと国道143・144・254号なんかはそうだろう。
例えば、144号なら東御・小諸・軽井沢から上るよりも早く、簡単に嬬恋方面へ抜けられる。
254号なら松本へのアクセスが容易になっている。
真田に住む人からすれば、県道35号も長野市への近道になるだろう。
長野県は平地より山地のほうが多い関係上、平地を伝うより山道を作った方がいい場合がある。	2022-01-24
	65	[image: 大湯]	大湯	見つけた温泉の2つ目がこの大湯だ。別所温泉にも同じ名前の温泉があり、見つけたときは驚いた。こちらには養遐齢という大きな額があり(撮り忘れました)、意味としては「養遐」が長生き、長寿を意味し、この大湯に入り長生きをするようにという願いが込められている。この額は陸軍軍医総督の松本順によって書かれたものになる。	2022-01-23
	66	[image: 小林昌人「蚕業の先駆者を輩出した上田市上塩尻の集落と民家」1990]	小林昌人「蚕業の先駆者を輩出した上田市上塩尻の集落と民家」1990	【左】テキストコード化版　【右】『信濃』誌記事コピー

蚕種製造の中心地であった上田市上塩尻の歴史的・文化財的価値について言及した論文は小林昌人氏（1931～2001、長野県松本市生まれ）の「蚕業の先駆者を輩出した上田市上塩尻の集落と民家」(1990)が最初ではないかと思われる。

ここにその論文を転載し、諸活動の参考にしていただきたい。『信濃』誌記事はコピーでは読みにくいため、テキストコード化も行った。

所載：『信濃』第42巻第1号 pp.23～35 信濃史学会 1990 年1 月
テキストコード化・文書整形：長野大学前川道博研究室 2018 年09 月13 日	2022-01-18
	67	[image: 上田の蚕種業]	上田の蚕種業	【上田の養蚕業】
江戸の末期から昭和にかけ、全国一の養蚕地帯でった長野県。特に上田地方は千曲川から広がる桑の栽培に適した地形と降水量の少ない養蚕に適した気候、そして蚕種の改良から日本一の蚕種製造地帯であった。中でも上田盆地は春蚕の生産地であり、松本盆地の夏秋蚕と対比されていた歴史がある。

【上田の蚕種の歴史】

-蚕種の始まり-
長野県では上田地方がいち早く、藤本善右衛門家によって1661年～1673年に蚕種製造がはじめらた。
上田地方の蚕種製造は
①奥州産蚕種を仕入れ販売（仕入種）
②奥州へ出向き蚕種製造（手作種）
③自家製造（地種）
と順を追って成長し全国に販路を広げていく。


-蚕種製造が盛んになった背景-
① 江戸時代、経済が発達による養蚕業や織物業の奨励
② 蚕種・養蚕・製糸の分業化
この	2021-12-22
	68	[image: 美ヶ原公園西内線を考える]	美ヶ原公園西内線を考える	美ヶ原公園西内線は、美ヶ原に至る道と松本に至る道がある。
しかし、松本方面への分岐地点である武石観光センターあたりに、通行止めの看板があるため、通り抜けはできなそうだ。
そもそも単に松本方面に行きたいだけなら、北側に国道254号線が通っている。
わざわざ狭いこちら側を通る必要がない。
ちなみに、武石峠あたりから国道254号へつながる道があるが、年中通行止めである。
美ヶ原方面の道には、路面状況の悪い箇所、道幅の狭い箇所などが見受けられる。
加えて、冬季は通行止めになる。
前の投稿で、上田側からは白樺湖の方を通っていくのではないかと投稿した。
こちらは県道、あちらは国道なので無理もない。
以上のことを考えると、今現在この道の利用価値は限られていそうだ。	2021-12-20
	69	[image: 上田の人物伝一覧(『上田市史』1940から)]	上田の人物伝一覧(『上田市史』1940から)	『上田市史・下巻(1940)』の「社寺古墳及人物誌／人物篇」をハイパーメディア化。（長野大学「マルチメディア論」2020/2021実習で分担作成）

人物01 真田昌幸
　真田一徳斎幸隆の第三子、天文十六年生る。
人物02 真田信之
　 真田昌幸の嫡男、永禄九年生る。母は寒松院三修氏、幼名を源三郎と言ふ。
人物04 真田幸村
　幸村は正幸の代二子、永禄十一年生ると云う。
人物05 仙石政俊
　先の小諸城主後上田城主たりし仙石忠政の	2021-07-21
	70	[image: 信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から]	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から	信州が蚕糸王国ってホント？ ポスト蚕糸業(産業)の視点から（講演採録全文）
 講師：前川道博（長野大学企業情報学部教授）
▼元の講演はコチラ
https://youtu.be/yS-xdWDMTwE?t=2779

 信州学「信州の蚕糸業とシルクロード」講座 第2回
　2016年10月6日／まちなかキャンパスうえだ


【１】蚕糸業って何？　蚕種製造、養蚕、製糸

■そもそも蚕糸業とは？

　今回、この講座は、多くの方に、後からも学習していただけるように、ということで、オンデマンド配信することを想定していますので、全く初めての方がこれを見ると「えっ？　蚕糸業って何？」、そういう基本的な疑問ですね。これを最初の方は誰もわからないわけです。その辺のところも含めてお話をさせていただきたいと思います。
[image: ]	2021-07-15
	71	[image: 美ヶ原高原]	美ヶ原高原	上田市、松本市、小県群長和町にまたがる高原。
行き方は車でいくのが妥当。原付では割と疲れると思います。標高約2000ｍもあり、辺り一面を見回すことが出来ます。晴れていれば富士山も見えるらしいです。
ここで買うことが出来るソフトクリームはとてもおいしいです。テラスで景色を見ながら食べることが出来るのでカップルにもおすすめです。
ドライブもおすすめでくねくねした道は走り甲斐があると思います。	2021-05-14
	72	[image: 松本行きました]	松本行きました	松本城とても綺麗でした
綺麗な街並みで、街全体が景観を保っていてとても雰囲気が良かったです。
将来住むならこのような街に住みたいと思いました。	2021-05-06
	73	[image: 方光寺]	方光寺	　松本日光方光寺は西暦730（天平2）年に建立されたとされる、長野県内で最も古い歴史をもつお寺の一つです。厄除け縁日には毎年多くの人が訪れ、テレビコマーシャルが放映されていたりもします。

　あまり大きなお寺ではありませんが、落ち着いた雰囲気が非常に趣深い場所です。私が参拝したときは他に人もおらず、静かにお参りできました。穏やかにお寺をお参りしたい方はぜひ行ってみていただきたいです。


参考：松本日光方光寺公式　http://houkouji.com/

画像引用：「歩いてみたブログ」https://iwalkedblog.com/?p=69852

画像アドレス：https://iwalkedblog.com/wp-content/uploads/2021/04/hokoji-matsumoto-7.jpg	2021-05-06
	74	[image: 牛伏寺]	牛伏寺	　金峯山牛伏寺は、西暦756（天平勝宝7）年に建立されたお寺です。その名の由来は、宋の玄宗皇帝が善光寺に赴く途中、連れの牛が二頭同時にこの地で死亡したことであるとされています。

　厄除けで非常に有名なお寺で、私も一度厄除け大祭に行ったことがあります。毎年とても多くの人でにぎわいます。

　山の中に鎮座していることもあり、車が無ければ行くことが難しいので学生にとっては参拝のハードルが高いかもしれません。ですが、パワースポットとしても有名なほど荘厳な雰囲気に包まれたお寺なので一度行ってみる価値はあります。


参考：金峯山牛伏寺公式　http://www.gofukuji.or.jp/

画像引用：「山とカメラと僕の覚書」https://yama10camera.com/goshuin-201701-gofukuji/

画像アドレス：https://yama10camera.com/wp-content/uploads/2017/01/20170129o-080.jpg	2021-05-05
	75	[image: 栞日]	栞日	ここは二階建てのカフェで、二階には壁一面に本が敷き詰められている。さらに小物なども売っているので、食べるだけでなく、目でも楽しめる要素が沢山詰まっている。	2021-05-05
	76	[image: salon as salon]	salon as salon	中町通りに位置するカフェ。ここは一階がサロンで二階にカフェがあるという珍しいタイプ。古民家風で二階の窓から中町通りを眺めながら、のんびり食事を楽しめる。	2021-05-05
	77	[image: 中町通り]	中町通り	松本の旧町名であり、白と黒の簡潔な土蔵造りの家が多く建ち並ぶ。民芸・工芸・飲食などあらゆる観光が楽しめる。	2021-05-05
	78	[image: 小昼堂]	小昼堂	松本城近くに位置するカフェ。ここではおやきやそばなど長野の名物が多く取りそろえられている。特におやきは、ポテトチーズやりんごカスタードなど、ここでしか買えないような味が数多くそろっている。	2021-05-05
	79	[image: 松本城]	松本城	松本市で代表的な観光名所であり、また国宝でもある松本城。写真は一年でも特に人気な桜の咲く季節にとられたもの。夜になるとライトアップされた夜桜と天守閣が楽しめる。	2021-05-05
	80	[image: 松本神社]	松本神社	　松本城の真北に位置する松本神社は、暘谷大神社を前身に持ち、1797年以降そこに５つの神社が合祀する形で現在の松本神社となったそうです。そのため地元の人々からは「五社」という呼称で親しまれています。

　松本城と隣接していることからもわかる通り、松本城主松平康長をお祀りしている社であり、国の重要文化財にも指定されています。

　つつましやかな造りの社殿が厳かな雰囲気を醸し出しています。


画像引用：「新まつもと物語」https://visitmatsumoto.com/spot/%E6%9D%BE%E6%9C%AC%E7%A5%9E%E7%A4%BE/

画像アドレスhttps://visitmatsumoto.com/spot/%E6%9D%BE%E6%9C%AC%E7%A5%9E%E7%A4%BE/attachment/sp_3291/	2021-05-05
	81	[image: 深志神社]	深志神社	　松本駅から徒歩15分ほどの場所に鎮座される深志神社は、1339（暦応2）年に創建された歴史と由緒のある神社です。
　
　建御名方富命（お諏訪さま）と菅原道真公（天神さま）をお祀りしている深志神社には初詣や学問の合格祈願などに多くの人々が訪れます。私も高校受験の前に合格祈願に参拝し、合格後はお礼参りにも足を運ばせていただきました。

　鮮やかな朱に塗られた神楽殿，拝殿が印象的で、見る人々を惹きつけます。


参考及び画像引用：深志神社公式　https://www.fukashi-tenjin.or.jp/

画像アドレス：https://www.fukashi-tenjin.or.jp/wp-content/uploads/2020/09/DSC07874-scaled-e1599961091406.jpg

　
　	2021-05-05
	82	[image: 四柱神社]	四柱神社	　松本市中心部に鎮座される四柱神社は、明治十二年に明治天皇の思し召しのもと創建された、比較的歴史の浅い神社です。

　主神の天之御中主神はたいへん神位の高い神様でおられるため、「願い事むすびの社」として全国各地から参拝者が訪れます。
　
　松本駅から松本城へ向かう道の途中にあるので、たいへん立ち寄りやすいかと思われます。鳩が集まる場所でもあり、エサもあげられるので少しのんびりした空気を楽しみたい方も足をお運びになってもいいかもしれません。
　

参考：四柱神社公式：https://www.go.tvm.ne.jp/~yohasira/

画像引用：「日本の結婚式」https://nihon-kekkon.com/wakon/yohasira/

画像アドレス：https://nihon-kekkon.com/common/img/uploads/2018/11/cea6b5f8a4e14a19bc2efdbaa932cd4014948c05-2.jpg	2021-05-05
	83	[image: 松本の道]	松本の道	上田市だけでなく松本市に行ってみて探検してみた。
柳町のような昔の雰囲気を醸し出している。	2021-05-05
	84	[image: 上田松本間に計画された鉄道（丸子経由案）]	上田松本間に計画された鉄道（丸子経由案）	丸子町誌歴史編下巻の２１７ページに記載されている図である。

丸子町誌には詳しいことは書かれていなかったが、図から考えると、丸子線の丸子町駅から延伸し、国道２５４号や県道１８５号などに沿うような形で建設される計画だったのではないかと考えられる。

この図がいつ頃書かれたものなのかは記載を確認できなかったが、浅間温泉～松本間の松本電気鉄道浅間線が描かれていないことを考えると１９６４年から１９６９年の丸子線廃止までの間に書かれたものなのではないかと考えた。これについては今後問い合わせるなどしたいと思う。

また、次のページには、「丸子町から和田もしくは大門の峰を越えて諏訪地方に入り、中央本線と連絡する構想」があったともされている。	2021-02-27
	85	[image: 上田松本電鉄計画]	上田松本電鉄計画	1951年に運輸省告示第二百四十八号にて告示されたものである。
国立国会図書館デジタルコレクションのURLを以下に張り付けておく。
https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/2963979/4

この計画は「上田松本電鉄」という会社のもので、一説によるとかなり本格的なものであったとされる。

以下、内容を要約する。

申請の理由
・もともと国鉄信越本線、篠ノ井線が開通するまでは松本～東京間の街道筋に当たっていた
・現在は急峻な峠を越えて往復する１日４回のバスがあるだけである
・上田～松本間が３時間以上かかる
・冬季は降雪に阻まれて運行不能となる不便さがある
・輸送力が少ない
・沿線の産業、文化、観光資源の開発などに、非常な障害となっている

開通のメリット
・上田～松本間がわずか１時間半で到達される
・沿線住民が多大な利便を	2021-02-27
	86	[image: 上田松本間に計画された鉄道]	上田松本間に計画された鉄道	大正8年（1919年）に泉田村に提出された、鉄道敷設に関する意見書の内容を

まず前置きとしては、
・上田松本間はもともと2つの県道で旅客や貨物の輸送が盛んだったが、信越本線と篠ノ井線ができたことによって衰退した。
・世の時勢が交通機関の発展を促している
ということが述べられている。

この路線が開通した時のメリットとしては、
・沿線に浅間温泉、別所温泉、田沢温泉、沓掛温泉などの年間の観光客が10万人を超える観光資源がある
・沿線に石炭などの特産品が少なからずある
・信越本線と篠ノ井線の半分の距離しかない
　（関東と濃尾地方の連絡にも大きな利点がある）
・篠ノ井線が塩沢の辺りなどで地盤崩壊が起きるときにバイパスとして機能する
　（軍事的にも利点である）
ことが挙げられている。

当時沿線で石炭の	2021-02-27
	87	[image: 長野県の美術館紹介]	長野県の美術館紹介	長野県の美術館を紹介します。
すべて紹介するときりがないので、じゃらん観光ガイドの長野県の美術館TOP10を紹介します。

◆軽井沢千住博美術館
世界で活躍する日本画家・千住博の作品を美しい樹々や花々とともに楽しんでいただける美術館です。

◆世界の影絵・きり絵・ガラス・オルゴール美術館
ビーナスラインの中心地。白樺湖で、通年営業の美術館です。

◆北斎館
葛飾北斎の肉筆画・画稿・書簡など50点と北斎筆の天井絵で知られる上町・東町の祭り屋台2台（県宝）を展示。龍と鳳凰、男浪・女浪の怒涛図が、時代を経た今、美しく妖しい魅力をかなでています。

◆松本市美術館
鑑賞の場、表現の場、学習の場、交流の場を4つの柱とした地域に根ざす開かれた美術館です。松本市出身の芸術家・草間彌生の作品展示のほか上條信山	2021-01-31
	88	[image: 村会書類(1919/大正8年 泉田村)]	村会書類(1919/大正8年 泉田村)	下のリンクを選ぶと文書全体のPDFをダウンロード表示します。ダウンロード表示には時間がかかります。
村会書類(1919/大正8年 泉田村役場)
172頁／63MB


▼上田市公文書館資料情報
村会書類
そんかいしょるい
請求番号	01-T08-01-1220
文書の種類	旧役場文書
地域	泉田村
作成年度（和暦）	大正8年
作成年度（西暦）	1919
作成部課	泉田村役場
保存場所	上田市公文書館
概要
渡船場費郡費補助稟請の件、上田市松本間鉄道施設に関する意見書提出の件ほか議事録

→上田市公文書館目録検索システムの当該資料情報

この資料は上田市公文書館収蔵のものをデジタル化し(非公開部分を除く)	2021-01-13
	89	[image: 人物34　活紋]	人物34　活紋	活紋　松本藩士森久米七の第二子にして、安永四年生る。


『上田市史・下巻(1940)』1133～1135頁を転載
（目次位置）
社寺古墳及人物誌
　人物篇	2020-07-20
	90	[image: 上田蚕種を見学]	上田蚕種を見学	2018/05/10、上田蚕種を見学させていただきました。大正年間に建てられた洋風建築は景観的にも美しく印象的です。蚕糸業が殆ど廃業した現在、上田蚕種は今なお現役の蚕種製造会社です。その希少性は強調し過ぎてもし過ぎることはありません。手塚社長に蚕種製造の工程などについてもご説明をいただき、蚕種製造の行程に応じた各施設を見ることができました。

その中でも特に冷蔵室で本物の蚕種を見せていただけたのは幸運でした。蚕種は鉛色をしています。全国で行われていた蚕種製造の施設は、現在ではたった２社しかありません。上田市の上田蚕種と松本市の高原社です。蚕種製造が過去形でなく、現役の産業であり、それがまさにここ蚕都上田の上田蚕種で支えられていることを多くの方々に知ってもらいたい。	2020-07-18
	91	[image: 『信濃蚕糸業史・中巻』(1937年)]	『信濃蚕糸業史・中巻』(1937年)	
『信濃蚕糸業史・中巻』(1937年)
1258頁／容量 89MB
ダウンロード表示には時間がかかります。
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＜目次＞
蚕種篇
　第一章　蚕種製造業の発達
　第二章　蚕種販売
　第三章　蚕種業の奨励
　第四章　蚕種業に関する組合の起源及其変遷
　第五章　江戸時代に於ける蚕種に関する法規の変遷
　第六章　明治時代に於ける蚕種規則の変遷
　第七章　蚕種検査
　第八章　きょうそ駆除
　第九章　蚕業取締事務機関の変遷
　第十章　国立原蚕種製造所松本支所設置の沿革
　第十一章　蚕品種の変遷附蚕品種整理に関する	2020-06-24
	92	[image: 神秘的]	神秘的	松本へ向かうときに見ることができる上田の景色です。山が動きだすような力を感じました。撮影時は曇っていて、より自然の壮大さに圧巻されました。	2020-06-22
	93	[image: 美ヶ原高原]	美ヶ原高原	美ヶ原高原は王ヶ松本市、上田市、長和町にまたがり、頭(2034m)、王ヶ鼻(2008m)、茶臼山(2006m)、牛伏山(1990ｍ)、鹿伏山(1977ｍ)、武石峰(1973m)のピークを含めて標高2000ｍ付近に広がる一帯を「美ヶ原高原」と呼んでいます。

山上は「美ヶ原牧場」と呼ばれる牛の放牧地となっており、短距離から遠距離までバラエティに富んだ高原トレッキングができるコースも整備されています。

また、夜には晴れていると満点の星空を臨む事ができ、タイムプラスの聖地とも言われています。

昭和39年に国定公園に指定されています。

また、美ヶ原高原美術館、道の駅美ヶ原、山本小屋ふる里館などの施設や、ホテルやコテージなどもあります。

車でもアクセスできるのでドライブにも最適です。

私はまだ行ったことがないので是非行ってみたいと思っています	2020-05-28
	94	[image: 吉福横断地下道（宮島交差点）]	吉福横断地下道（宮島交差点）	上田と松本をつなぐ国道143号にあるとても交通量の多い交差点の地下道です。
交通量が多い交差点ですがこの地下道を使うことで歩行者がスムーズに移動できます。
また、地下道の幅も広く階段の一段一段が広くとられているのでお年寄りも利用しやすくなっていて良いと思います。	2020-05-26
	95	[image: 旧北国街道の丹波島宿]	旧北国街道の丹波島宿	信濃国に存在した脇往還で、中山道と北国街道を連絡し、松本藩や松代藩、善光寺へ向かう道のひとつとして整備されていたものでこの丹波島塾は北国街道と北国西街道が合流している場所で多くの宿屋が存在してました。その名残でこの道路沿いの家の表札には昔の宿屋の名前が書いてあります。	2020-05-26
	96	[image: 松本城]	松本城	現在天守の建物を残す城は12しかなく、そのうち五重の天守は姫路城と子の松本城だけである。松本城の天守は国宝に指定されている。パワースポットとしても知られている。	2020-05-26
	97	[image: 内村ダム河川公園へ行く途中の道]	内村ダム河川公園へ行く途中の道	大きな山々に囲まれている上田の秘境の地
この鹿教湯の秘境の地に来て僕は思う。
松本と上田を繋ぐ三才山トンネルを繋ぐ国道254号線の脇道からこの場所に行くことができますがあまり有名ではないせいか人がほとんどおらず、秘境の地といえます。	2020-05-26
	98	[image: 松本城]	松本城	松本城は戦国時代の永正年間に造られた深志城が始まりで、現存する五重六階の天守の中で日本最古の国宝の城です。黒と白のコントラストがアルプスの山々に映えて見事な景観です。松本城は標高590メートルの盆地内平地に位置しています。江戸の家康を監視する城として、甲府城･高島城･上田城･小諸城･沼田城とともに秀吉側の城主が配置された江戸包囲網のひとつの城といわれています。
 松本城の桜は、加藤清正が城見のために松本城を訪れた時に駒をつないだという話を伝える桜です。春にお散歩をしながらお花見をするのもおすすめです。	2020-05-24
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